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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、オステオプロテゲリンのリガンドであり、破骨細胞の分化と活性化の主要因子として機能する腫瘍壊死因子（TNF）サイトカインファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は樹状細胞の生存因子であることが示されており、T細胞依存性免疫応答の調節に関与しています。T細胞の活性化はこの遺伝子の発現を誘導し、破骨細胞形成と骨量減少の増加につながることが報告されています。このタンパク質は、SRCキナーゼと腫瘍壊死因子受容体関連因子（TRAF）6を含むシグナル伝達複合体を介して抗アポトーシスキナーゼAKT/PKBを活性化することが示されており、このタンパク質が細胞アポトーシスの調節に役割を果たしている可能性があることが示唆されています。マウスで関連遺伝子を標的として破壊すると、重度の大理石骨病と破骨細胞の不足が引き起こされました。欠損マウスは、Tリンパ球およびBリンパ球の初期分化に欠陥を示し、妊娠中に小葉胞状乳腺構造を形成できなかった。2つの選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが発見された。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	COS7 (1)、Hela (2)、U937 (3)、HL-60 (4)、Raji (5)、Ramos (6)、Jurkat (7)、およびSW480 (8)細胞溶解物に対するTNFSF11マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	TNFSF11 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

